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　人材不足の中、生産現場の負担を軽減するために、多くの企業ではデジタル・DXツールを導入しています。しかしながら、
部分的に楽になったものの、本来のネライである「生産性向上」と人の育成・成長には十分につながっていないといえます。
　それは、ツールによりデータを収集しているものの、それで満足し、本来やるべき「異常をリアルタイムでキャッチし、迅
速かつタイムリーに一人ひとりが動けていない」ためといえます。
　本セミナーでは、過剰なDX投資を抑制して、人を中心とした生産管理・改善活動の中で、人が考え、行動として処置・対
応していくためのマネジメント（人の動かし方）法を事例を踏まえて解説します。

①持続的な成長のための

　経営課題

（１）持続的に管理・改善をして強い体質をつくる

（２）フレキブルに生産する管理と改善のシクミ

②生産管理・改善活動に

　おける課題

（１）デジタルツールは問題を解決してくれる？生産性が上がっているか？

（２）人の育成につながっているか？

　①ツールに使われていないか？

　②管理・監督Îがツールをð使しているか？

（３）ツールによって管理レベルをあげているか？

　①Ùに、Ýく、®Eなデータで、�eに¼づけることを{かしているか？

　②Ëえる|会がÜっていないか？

③現場で�常が見え、Ëえ、　　　

　ô動につなげるために

（１）管理と改善のシクミ

　①生産Ø�-画、作µ-画、 ②進"管理、③¨O管理、④ìËêø、

　⑤
;作µ�Ýの¥Ö、⑥Ó²¨のk管�Ý、 ⑦x½k8

（２）いかに�常・ムダ・問題¢を見えるようにするか

　①�D¢がたくさんäがる^8な¶\へ、 ②ý÷は、Lめる・?ぶ・Îつ

（３）管理・監�Îの役ã

　①Øeのマネジメント：ý÷はÜ�、②レビューとコーチングのポイント

（４）経営Îの役ã

　①トップ�g、②トップのËえ、Âいを発uする、③�ª�"

カリキュラム

現場を巻き込む生産管理・改善の進め方
企業体質強化シリーズ②

中産連

人が主役人が主役人が主役の生産性・品質向上マネジメントの生産性・品質向上マネジメントの生産性・品質向上マネジメント人が主役の生産性・品質向上マネジメント

2026年  7月9Ø(ò)
13:30～16:30

中産Ë・_京セミナールーム

Y代田B3町3-3-83町センタープレイス３F

ø行�Y

àR#c%[/c8 佐藤直樹

１１，０００円(税込)

Zoomにて��予�

経営・管理者対象経営・管理者対象

会Ïまたは2名以上は１名につき9,900円(税込)

企業規�を問わずì数の業Çの企業にNして５S、VM、　
生産管理改善、現場改善�の企業�gおよび指jを行う。

「mまるごと５SÜ開大辞典」「見える管理とマネジメント
の教£�」(共�・日Gê業m��G)など��ì数。



本セミナーの一押しポイント

成果をあげるための根本課題の解決方法を指南します

本来、管理すべき正常・異常
が見える道具⽴てポイント

・リアルタイム的に正常・異常に

　気づけるツール

異常に対して俊敏に考え、
動ける人・組織への育成術

・異常にすぐに気づき、組織を

　動かすマネジメント⽅法

生産管理・改善の成功・失敗
事例

・結果を出すためのツールと

　運⽤の実践事例

人材不足の中、多くの企業がデジタル・DXツールを導入していますが、データ収集で満足し、「異常をリアルタイムでキャ
ッチし、一⼈ひとりが迅速に動く」ことにつながっておらず、パフォーマンス向上につながっていません。

　本セミナーでは、生産性・品質を高めるための管理のやり方、管理・監督者が組織を動かすマネジメントのポイントにつ

いて事例を交えて解説します

💡
管理・監督者の

マネジメント方法の改善

⚙️
自律的に動けるチームづくり

🎯
変化に柔軟に対応する

企業体質へ

現場を巻き込む生産管理・改善の進め⽅セミナー 参加申込書

FAX：03-5275-7755　⼀般社団法⼈中部産業連盟 VM推進事業部 ⾏

【お申込み・お問合せþ】

⼀般社団法⼈中部産業連盟 VM推進事業部
〒102-0083 東京�Y代⽥B3町3-3-8 3町センタープレイスiF
TEL203-5275-7751 FAX203-5275-7755
E-mail2tokyo-seminar@chusanren.or.jp

セミナーHP
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